
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1007 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 
英語コミュニケーション

Ⅰ 
２ ２ 

Power On! 

Power On スタディノート 

Bricks 

Bricks 定着サポートノート 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１年生から学習している英語コミュニケーションの後半になります。中学校の範囲の復習から始めた１年生

の英語コミュニケーションからレベルアップし、より多彩な表現、語彙、内容を学んでいきます。 

 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領域 聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目

標 

英語の口頭表現に親し

み、理解することがで

きる。 

説明文・会話文・物語分

などさまざまな形式の

テーマについての文章

を読むことができる。 

英語の質問に対し、自分

の言葉で意思表明をす

ることができる。 

さまざまなトピックに

ついて自分の意見を英

語でまとめて表現する

ことができる。 

与えられたテーマに基

づいて英語で文章を書

き、表現することがで

きる。 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・さまざまなテーマに基づいた語彙や

構文がわかる 

・説明文、会話文などさまざまな形式の

英文を読んだり、聞いたり、話したりす

ることができる 

・学習した語彙や構文を用いて、自分の

意見を文章や会話で用いることができ

る。 

・英語や英語で書かれた文章や
音声表現に関心を持ち、課題に
取り組むことができる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

１ 

Lesson 6 

Patterns in 

Human 

Behavior 

Part 1 

a: 報告文の形式を用いた人間の行動に関する英語の語彙を理解し、

英文を読むことができる。 

b: 形式主語の It を用いた構文を使って英語で表現することができ

る。 

c: 報告文や人間の行動に関する英語に関心を持ち、取り組むことが

できる。 

スタディノートで

の学習状況 



※令和４年度以降入学生用 

Part 2 

a: 報告文の形式を用いた人間の行動に関する英語の語彙を理解し、

英文を読むことができる。 

b: 知覚動詞 look, feel を用いた構文を使って英語で表現することが

できる。 

c: 報告文や人間の行動に関する英語に関心を持ち、取り組むことが

できる。 

スタディノートで

の学習状況 

Part 3 

a: 報告文の形式を用いた人間の行動に関する英語の語彙を理解し、

英文を読むことができる。 

b: SVOC 構文を使って英語で表現することができる。 

c: 報告文や人間の行動に関する英語に関心を持ち、取り組むことが

できる。 

スタディノートで

の学習状況 

Review 

a: 報告文の形式を用いた人間の行動に関する英語の語彙を理解し、

英文を読むことができる。 

b: さまざまな構文を使って英語で表現することができる。 

c: 報告文や人間の行動に関する英語に関心を持ち、取り組むことが

できる。 

スタディノートで

の学習状況、リス

ニングテスト 

中間考査 

Lesson 7 

No Plastic 

or No Future 

Part 1 

a: 説明文の形式を用いた環境問題に関する英語の語彙を理解し、英

文を読むことができる。 

b: 関係副詞 where を用いた構文を使って英語で表現することができ

る。 

c: 説明文や環境問題に関する英語に関心を持ち、取り組むことがで

きる。 

スタディノートで

の学習状況 

Part 2 

a: 説明文の形式を用いた環境問題に関する英語の語彙を理解し、英

文を読むことができる。 

b: 関係副詞 when を用いた構文を使って英語で表現することができ

る。 

c: 説明文や環境問題に関する英語に関心を持ち、取り組むことがで

きる。 

スタディノートで

の学習状況 

Part 3 

a: 説明文の形式を用いた環境問題に関する英語の語彙を理解し、英

文を読むことができる。 

b: 関係副詞 what を用いた構文を使って英語で表現することができ

る。 

c: 説明文や環境問題に関する英語に関心を持ち、取り組むことがで

きる。 

スタディノートで

の学習状況 

Review 

a: 説明文の形式を用いた環境問題に関する英語の語彙を理解し、英

文を読むことができる。 

b: 多様な関係副詞を用いた構文を使って英語で表現することができ

る。 

c: 説明文や環境問題に関する英語に関心を持ち、取り組むことがで

きる。 

スタディノートで

の学習状況 

スピーキングテス

ト 

期末考査 

２ 
Lesson 8 

Oh, My Cod! 

Part 1 

a: 説明文の形式を用いた食文化に関する英語の語彙を理解し、英文

を読むことができる。 

b: 分詞構文を使って英語で表現することができる。 

c: 説明文や食文化に関する英語に関心を持ち、取り組むことができ

る。 

単語テスト 

スタディノートで

の学習状況 

Part 2 

a: 説明文の形式を用いた食文化に関する英語の語彙を理解し、英文

を読むことができる。 

b: 関係代名詞の非制限用法の構文を使って英語で表現することがで

きる。 

c: 説明文や食文化に関する英語に関心を持ち、取り組むことができ

る。 

スタディノートで

の学習状況 

Part 3 

a: 説明文の形式を用いた食文化に関する英語の語彙を理解し、英文

を読むことができる。 

b: 分詞構文を使って英語で表現することができる。 

c: 説明文や食文化に関する英語に関心を持ち、取り組むことができ

る。 

スタディノートで

の学習状況 

Review 

a: 説明文の形式を用いた食文化に関する英語の語彙を理解し、英文

を読むことができる。 

b: さまざまな構文を使って英語で表現することができる。 

c: 説明文や食文化に関する英語に関心を持ち、取り組むことができ

る。 

スタディノートで

の学習状況 

リスニングテスト 
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中間考査 

Lesson 9 

Is E-sports 

a Real 

Sport? 

Part 1 

a: 会話文の形式を用いたイースポーツに関する英語の語彙を理解

し、英文を読むことができる。 

b: 知覚動詞と現在分詞の構文を使って英語で表現することができ

る。 

c: 会話文やイースポーツに関する英語に関心を持ち、取り組むこと

ができる。 

スタディノートで

の学習状況 

Part 2 

a: 会話文の形式を用いたイースポーツに関する英語の語彙を理解

し、英文を読むことができる。 

b: 使役動詞と不定詞の構文を使って英語で表現することができる。 

c: 会話文やイースポーツに関する英語に関心を持ち、取り組むこと

ができる。 

スタディノートで

の学習状況 

Part 3 

a: 会話文の形式を用いたイースポーツに関する英語の語彙を理解

し、英文を読むことができる。 

b: 目的語としての If、why の構文を使って英語で表現することがで

きる。 

c: 会話文やイースポーツに関する英語に関心を持ち、取り組むこと

ができる。 

スタディノートで

の学習状況 

Review 

a: 会話文の形式を用いたイースポーツに関する英語の語彙を理解

し、英文を読むことができる。 

b: さまざまな構文を使って英語で表現することができる。 

c: 会話文やイースポーツに関する英語に関心を持ち、取り組むこと

ができる。 

スタディノートで

の学習状況 

スピーキングテス

ト 

期末考査 

３ 

Lesson 10 

Being 

Different is 

Beautiful 

Part 1 

a: 伝記文の形式を用いたアフリカの写真家に関する英語の語彙を理

解し、英文を読むことができる。 

b: 知覚動詞と現在分詞の構文を使って英語で表現することができ

る。 

c: 伝記文やアフリカの文化に関する英語に関心を持ち、取り組むこ

とができる。 

単語テスト 

スタディノートで

の学習状況 

Part 2 

a: 伝記文の形式を用いたアフリカの写真家に関する英語の語彙を理

解し、英文を読むことができる。 

b: 仮定法過去の as if の構文を使って英語で表現することができる。 

c: 伝記文やアフリカの文化に関する英語に関心を持ち、取り組むこ

とができる。 

スタディノートで

の学習状況 

Part 3 

a: 伝記文の形式を用いたアフリカの写真家に関する英語の語彙を理

解し、英文を読むことができる。 

b: 仮定法過去 if の構文を使って英語で表現することができる。 

c: 伝記文やアフリカの文化に関する英語に関心を持ち、取り組むこ

とができる。 

スタディノートで

の学習状況 

Review 

a: 伝記文の形式を用いたアフリカの写真家に関する英語の語彙を理

解し、英文を読むことができる。 

b: さまざまな構文を使って英語で表現することができる。 

c: 伝記文やアフリカの文化に関する英語に関心を持ち、取り組むこ

とができる。 

スタディノートで

の学習状況 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


